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研究課題名 
地域創生に貢献する人材育成と地域活動の検証 

〜鳥取看護大学型「まちの保健室」活動の実践を通して〜 

研究結果 

「まちの保健室」を鳥取県の全域で実施するという目標は、倉吉市を中心として、鳥取市、米子

市、日吉津村、北栄町、湯梨浜町、琴浦町、三朝町で実施することが出来た。さらに「まちの保健

室」の利用者は目標値を超え、総延べ数2271名となった。「まちの保健室」の形態別の地域住民の

延べ参加数は、拠点型：271名、準拠点型：139名、出前・イベント型：1780名、子育て支援型：27

名であった。本研究とは別に「まちの保健室」形態別参加者の健康調査しているため、本研究では

その調査報告を待つこととし、「まちの保健室」運営・実施への支援を中心とした活動を展開し

た。また、学生全員が「まちの保健室」に参加できるシステムの構築を図るため、科目と連動さ

せ、学生の参加を促した。科目の中に、「まちの保健室」への参加は、科目における学びを深める

ための実践と位置づけた。その結果、1,2年生の学生全員が「まちの保健室」に年間2回以上参加で

きた。学生参加の延べ人数は、324名であった。 

 「まちの保健室」の効果についての調査は、学生にフォーカスグループインタビューを2回、利用

者へのインタビューを1回実施した。 

研究成果 

今年度は、「まちの保健室」の運営や学生参加、地域の健康づくりリーダーの参加な

ど実践への支援を中心とした取り組みとなった。特に鳥取看護大学で実施される拠点型

・準拠点型「まちの保健室」の運営を中心に活動・調査を行った。その結果、拠点型・

準拠点型「まちの保健室」を利用した利用者数は410名で、リピーターが70％を占めてい

ることが明らかとなった。 

利用者の健康意識調査や学生参加による効果については、現在フォーカスグループイン

タビューの結果を分析中である。 

「まちの保健室」に参加した学生へのインタビュー結果から、学生は、「まちの保健

室」活動を通して、「まちの保健室」を利用する地域住民を理解しようと関わり、「ま

ちの保健室」という場やその機能について考えることができていた。さらに、「まちの

保健室」を通して地域のことを知る・学ぶ場として認識し、参加することに楽しさや面

白さを見出していた。その上で「まちの保健室」への新たな提案も考えていた。また、

参加することで学生自身と向き合う機会にもなっていることもわかった。利用者へのイ

ンタビュー結果と合わせてさらなる分析を行いたい。 

「まちの保健室」に参加される地域住民の健康調査については、鳥取看護大学の研究

報告を待ち、本研究における学生の参加による効果や地域の健康づくりリーダーによる

効果と合わせて分析していく。 

「まちの保健室」が学生にとってどのような教育的効果をもたらすのかを、経年的に追

跡していく。 

次年度研究

計画 

【目標】 

・鳥取県全域で、「まちの保健室」の実施を継続し、地域別または「まちの保健室」の実施形態別

の特徴を見出す。 

・2年間「まちの保健室」に参加することで学生の地域志向性の変化をとらえる。 

【計画】 

・地域別に「まちの保健室」利用者の健康の推移を調査し、比較検討する。 

・利用者および学生にインタビューを実施し、「まちの保健室」の効果を調査する。 

・学生にインタビュー及び質問紙調査を行う。 
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 ２）「研究期間（  年目/  年間））」及び「次年度研究計画」は、環境創造部門及び地域振興部門
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